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■
西
田
リ
エ
さ
ん

　

町
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
静
和
園
」

で
西
田
さ
ん
に
顕
彰
状
が
手
渡
さ
れ
、
家

族
５
人
と
一
緒
に
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を

祝
い
ま
し
た
。
西
田
さ
ん
は
、
91
歳
ま
で

家
業
の
商
店
を
営
み
な
が
ら
、
若
い
人
に

裁
縫
を
教
え
た
と
い
う
元
気
な
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
。
静
和
園
に
入
所
し
た
当
時
は
、
施

設
の
手
伝
い
や
、
特
技
を
生
か
し
た
縫
い

物
、
繕
い
な
ど
を
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

同
席
し
た
五
女
の
中
谷
忠
子
さ
ん
に
よ

る
と
、
長
寿
の
秘
訣
は
「
く
よ
く
よ
し
な

い
性
格
」
だ
そ
う
で
、「
施
設
の
て
い
ね

い
な
声
が
け
な
ど
も
あ
り
、
１
０
０
歳
を

迎
え
ら
れ
た
。
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
と
思
う
が
、
前
向
き
な
性
格
で

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら

も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

■
三
上
リ
セ
さ
ん

　

上
高
根
地
区
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
で
、
三
上
さ
ん
に
顕

彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
５
人
も

駆
け
つ
け
、
施
設
職
員
と
と
も
に
節
目
の

誕
生
日
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

三
上
さ
ん
は
、
最
近
ま
で
自
宅
で
過
ご

し
て
い
て
、
こ
ち
ら
の
質
問
に
も
す
べ
て

自
分
の
言
葉
で
は
っ
き
り
と
答
え
、
１
０

０
歳
と
は
思
え
な
い
元
気
ぶ
り
で
す
。
姑

さ
ん
が
し
っ
か
り
し
た
人
で
、
早
く
に
旦

那
さ
ん
を
亡
く
し
た
あ
と
で
も
、
家
業
の

食
堂
を
し
な
が
ら
、
６
人
の
子
ど
も
を
し

っ
か
り
育
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

普
段
は
テ
レ
ビ
を
見
る
の
が
好
き
と
い

う
三
上
さ
ん
。「
苦
し
い
こ
と
を
忘
れ
、

く
よ
く
よ
し
な
い
か
ら
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
子
ど
も
た
ち
も

よ
く
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ
て
、
本
当

に
感
謝
で
す
。
私
も
も
う
１
、
２
年
は
生

き
ら
れ
る
か
な
？
」
と
お
茶
目
に
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　町農業委員の組織会が、３月28日㈬役場青年研修所で行
われ、去る２月28日㈫に届出が行われた公選の10人と推
薦の５人あわせて15人が出席して行われました。
　組織会では、推薦の５人に辞令が手渡され、委員は今後
３年間、農地の転用・売買・賃貸借などの審議を行います。
■新しい農業委員会委員（敬称略、カッコ内は年齢・地区名）
　 会長　松舘和弘（65・薄市上）／会長職務代理　松坂龍美
（50・派立上）／委員　葛西徳男（69・新町2）／木村巧（44・
上高根）／葛西誠（55・田茂木）／天内孝信（61・深郷田上）／葛西久夫（61・尾別）／大澤正芳（68・上町）
／長利弘明（67・上豊岡）／大川賢一（71・大沢内）／成田誠（59・薄市下）／野上喜代次（63・今泉上）／
鈴木誠一（66・若宮）／佐々木守善（69・富野）／松田耕司（55・豊島）

１
０
０
歳
長
寿
者
な
ん
と
２
人
誕
生

西
田
リ
エ
さ
ん
、
三
上
リ
セ
さ
ん

　

３
月
、
な
ん
と
２
人
の
１
０
０
歳
長
寿
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

13
日
㈫
に
は
西
田
リ
エ
さ
ん
が
、
20
日
㈷
に
は
三
上
リ
セ
さ
ん
が

１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
お
祝
い
し
ま
し
た
。

新農業委員の顔ぶれ

【西田リエさん】

【三上リセさん】

－S
pot
ligh
t－

スポット

ライト



N
AKAD

O
M
ARI PU

BLIC RELATIO
N
S　
APR 2012. 

広報なかどまり 8

広 告

まちの話題Topics

津軽弁のよさを再認識しようと３月４日㈰、「かじるほどう
まい津軽弁講座」が中央公民館で行われました。

　３回シリーズの１回目となるこの日には約50人が参加。NHK
「お国ことばで川柳」出演でおなじみの渋谷伯龍さんのほか、対
馬てみさん、夏原謙二さんといった弁ふり人が、津軽弁の魅力を
語りました。このうち渋谷さんは、津軽弁のルーツについて語り

ましたが、津軽弁は大和言葉がルーツになっているものが多く、それがなまっているものが約９割だとのこと。
さまざまな津軽弁をやさしく、おもしろく解説する渋谷さんの話に、会場からは驚きや笑いが漏れていました。
　また、３回目となる３月18日㈰には、「津軽弁で笑おう！」と題して「金多豆蔵人形芝居」の木村巌さんが登場。
文字どおり会場を笑いの渦に巻き込んでいました。

このたび下豊岡地区常会では、地域の安全のために除雪機
械を購入しました。

　これは、宝くじの助成金で購入したもので、地区の歩道が雪
で歩けないことに問題意識を持った下豊岡地区が、除雪機を購
入して歩道や集会所付近などを除雪しようという試みです。
　下豊岡地区で常会長を務める塚本壯恆さんは「付近で事故が
あったことが契機。冬は道が狭くなり、子どもたちやお年寄り
の安全を考えて事業に応募した。行政の手が届かないところを支援し、町の役に立てれば」と話していました。

前任の岩間先生が小泊診療所を離れるのに伴い、新たに佐藤光
亮先生がやってきました。３月28日㈬には役場を訪れ、町長

に着任のあいさつをしました。
　先生は板柳町出身で、町に来るまでは大間病院に勤務していたそ
うです。34歳と若々しい先生は、さっそく４月から診療を行って
いて、これから小泊地域の医療を支えていきます。
　着任にあたり佐藤先生は「下北で約５年間培った地域医療を、小
泊でも実際の診療に生かしていきたいと思っています」と抱負を述
べていました。

おらほの津軽弁いいどこあるよ
かじるほどうまい津軽弁講座

住民自身で安全確保態勢整える
下豊岡地区宝くじ助成金で除雪機購入

小泊診療所に新たな先生が着任
佐藤光亮先生（34）が４月から
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小泊漁業協同組合では、３月８日㈭つくり育てる漁業の一環
として、県栽培漁業振興協会から体長2.5センチの稚ナマ

コ8,600匹を購入し、小泊漁港内の２か所に放流しました。
　近年、中国の景気が上向き傾向にあることから、輸出品として
需要が高まっており、特に県産ナマコは人気が高く、高値で売買
されています。漁港内は、しけの時でも比較的波が低く、ナマコ
の生育環境に適していることから、今回の放流になったそうです。
　将来、小泊産ナマコの水揚げが計画的に行われれば、漁業収入
の安定・向上に結びつくものと期待されています。

小学生で初のオリンピック日本代表（水泳平泳ぎ）に選ばれ、現在は
スポーツコンサルタントを務めている長崎宏子氏が、２月26日㈰

パルナスで講演しました。
　町体育協会が企画したこの講演会は「“頑張ること” を私におしえて
くれたもの－長崎宏子のガンバリ人生－」と題して開かれ、全く泳ぎに
関心のなかった長崎氏が、お母さんがきっかけで水泳を始めたことや、
いろいろな出会いがあって今があることを話しました。
　長崎氏は「週１回でも、何かを決まった時間・場所でコツコツやるの
は、大変だけどいいことですよ」と話し、聴衆は自分の家庭に当てはめ
ながら、長崎氏の話に耳を傾けていました。

漁業収入の安定・向上に向けて
小泊漁協が稚ナマコ8千6百匹放流

オリンピック選手のエピソードに耳傾ける
長崎宏子さんが講演


